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河川ポンプ浚渫における建設 ICT の活用 
 

国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所  正会員  村田 啓之 
上野 好隆 
伊藤 光伸 

 
１．はじめに 
建設ＩＣＴを活用した施工管理等は、土工や舗装

から始まり今では地盤改良や水中でのバックホウ

浚渫まで広まり、その実績は年々増加し、合理化や

効率化が図られている。 
 しかしながら、水深が大きい水中での浚渫ではポ

ンプ浚渫による施工となることが多いが、この分野

での建設ＩＣＴの活用は未だ確立されていない。 
 今回、河川のポンプ浚渫において建設ＩＣＴの活

用を行い、施工管理の合理化、効率化を図ったとこ

ろであり、その結果について報告する。 
 
２．三次元起工測量 
 起工測量は、工事着手前に現場の形状を把握し、

設計図書との相違を確認するために実施され、従来

は船舶を使用した直接水準測量で実施してきた。今

回は面的な測量データを取得するためナローマル

チビーム(船舶の水面下に設置した測定器から扇状

に音響ビームを照射し、川底の形状を面的に測定す

る機械)を使用して実施した。（写真１） 

 
ナローマルチビームでの測定は、従来の直接水準

測量と比べて大きな範囲を面的に測量でき、GNSS
（全地球を測位対象とし、人工衛星を利用した現在

位置を計測するシステム）を利用した誘導システム

で航行するため、施工の合理化が図られた（従来工

法 29 人日に対し ICT 施工 12 人日）。また、ナロー

マルチビーム搭載型ラジコンボートを使用し、陸上

からの遠隔操作にて測量を実施するため、水中転落

等の事故防止にも効果があった。 
 
３．三次元設計データ作成 
設計数量の算出にあたっては、従来、直接水準測

量結果を元に横断図を作成する必要があった。今回

は面的に得られた測量データを元に専用ソフトに

より三次元設計データを作成した。これにより、設

計数量の自動算出が可能となり、従来、手計算して

いた時間が不要となった。 
 

４．ICT 建機による施工 
 ポンプ浚渫の施工管理においては、従来、ラダー

ワイヤーの目盛りや水位板を目安に施工水位を確

認しながら施工し、施工後に測量により浚渫箇所の

高さを確認してきた。今回は ICT 建機による施工

管理システム（写真２）を導入することにより浚渫

深度の可視化（写真３）を行い、施工状況の確認な

ど、次の効果がみられた。 

（１） 施工管理システム 
GNSS を利用し、ポンプ浚渫船のラダー先端の位

置・標高をリアルタイムに取得し（写真４）、ラダ

ーを誘導する 3 次元マシンガイダンス技術と浚渫 
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（写真１）ナローマルチビーム 

（写真２）ポンプ浚渫船施工管理システム画面 
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後の河床高を３D アニメーションにてリアルタイ

ムに表示する技術を使用し、施工底面及び断面の可

視化を実施した。施工底面の可視化は、掘残しの防

止と平坦性の確保に効果があり、またオペレータへ

明確に設計値と目標値を伝達することで、熟練度に

左右されない施工が可能となった。 
（２） 面管理特性 

三次元設計データを使用することにより、横断・

縦断勾配に対応した面管理を可能にし、出来形精度

向上に効果があった。特に平面的には分かりづらい

法面の出来形不足の防止に効果があった。 
 
５．ICT 建機による進捗管理 
浚渫の進捗管理は、従来は浚渫範囲平面図に日々

の進捗を記載し、週毎に平均断面法により土量を算

出してきた。今回、三次元設計データを用いたこと

により、土量を瞬時に算出出来るようになった。 
（１）進捗管理システム 

ラダー先端で取得した三次元データを用いるこ

とにより、施工履歴から正確な位置及び土量による

日々の進捗管理を実現した。（写真５） 
また、浚渫した土量が瞬時に算出できるため、大

幅な労力削減（従来管理 12 人日に対し ICT 管理

0.3 人日）が可能となった。 
（２）施工状況の「見える化」 

インターネットを介し、発注者及び受注者がリア

ルタイムに河床の浚渫状況が閲覧できる環境を整

備し、不可視部分である水中の施工状況の「見える

化」を実現した。（写真６） 

６．三次元出来形測量 
浚渫後の形状を把握し、設計図書との相違を確認

するため、従来は直接水準測量により出来形測量を

実施してきたが、今回はナローマルチビームによる

面的な出来形測量を実施した。ナローマルチビーム

で測定することにより、出来形管理図表の作成をシ

ステム上で瞬時に行え合理化が図られた。 
 
７．普及に向けた課題 
 河川ポンプ浚渫において建設 ICT を活用するこ

とは全国初の取組であった。そのため、今回使用し

た施工管理システムは、受注者が独自開発した技術

を導入している。ICT 河川ポンプ浚渫を全国に普及

させるためには、標準で備えるべき仕様を統一し、

建機会社によるシステム開発を促進させる必要が

ある。 
 
８．まとめ 
 施工管理の合理化等の生産性向上の観点からみ

ると、今回の施工結果は合理化の効果が得られたも

のとなった。今後は課題を解決しながら全国に普及

させ、i-Construction の一助になるシステムとして

発展することが望まれる。 

（写真５）施工履歴による進捗管理 

（写真６）施工状況の「見える化」 

（写真３）３D 表示技術による可視化 

（写真４）ラダー先端のカッターヘッド 
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